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5 万分の l 地質凶幅

説明書 糠 平 (到II路一第 3 ~j-)

北海道立地ド資源調査所

技術吏員山岸本:光

|司上松波武雄

はしがき

この岡幅説明書は〆昭和 43 年から flH和 45 年にわたる野外調査の結果をとりまとめ

たものである。この地域は y 大雪山国立公闘の最東端に位置し，ウベベサンケ山，ニ

ベソツ IU，糠平湖，糠平温泉などがあり J 南に隣接する然別湖とともに， r山と湖と

温泉」にめぐまれた観光地となっている(第 1 図)。

第 1 図 糠平湖からながめたウベベサンケ Ill ，丸 III，ニベソツ山の連山

乙の地域の地質学的研究にはp 橋本豆(1955) および高橋功二(1957) の概括的な

報告の他には断片的なものがあるにすぎない。

野外調査にあたっては，南部地域を松波が分担し，他のほぼ全域を山岸が担当した。

また，東部地域の一部については，高橋功二主任研究員に御援助をお願し、したほか，

元北海道立地下資源調査所小山内照氏，同国府谷盛明氏にそれぞれ御協力いただい
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た。また，室内作業にあたっては，北海道大学理学部棚井敏雅教綬には植物化石の鑑

定の労をたまわり，同理学部宮下純夫氏から，多くの資料の提供をうけた。さらに，

北海道立地下資源調査所鈴木守氏には，岩イ iの鑑定をしていただいたほか，同二間瀬

測氏から温泉に関する助 G をいただし、た。

さらに，現地調査に際しては， 上.上幌町教育委員会および上士l田町立ひがし大雪博

物館の職員の方々から多大な便宜をはかつていただいた。

報告にはいるに先だち，以上の方々に心から感謝の怠を表する。

I 位置および交通

地域の両南部でウペベサンケ山

(標高1， 834.6m) の南方のユーヤ

ンベツ川の本支流は鹿追町に，同1

IIJ百地域の東南部から中央北部にし、

たる音更川および幌力II川の本支流

は上士幌町に，図幅地域の東部で

標高1，185.0m の三角点と標高

1,219.8m の三角点を含む尾根以

東の地域は足寄町にそれぞれ属し

/
/¥

¥f
...，.~，可 l.L

乙の凶|隔地域は北海道の中央部に位置し， 北緯 43°20'~43°30 ら 東経 143°0' ~143ー

15' の範囲をしめ，十勝平野を見おろす海抜 500 m 以上の山岳地帯である。 また，南

東部にある糠平湖は，電源用ダ

ムとして，音更川をせきとめてつ

くられた人造湖である。

l羽l隔地域の西部のニベソツ山

(標高 2 ， 012.7 m) と丸 1 1J (標高

L691.6m) を結ぶ南北にのびる

尾根の以西地域は新得町に，凶幅

ている。

I.幌加温泉 2. 糠平温泉 3. 営林温泉 交通は，帯広から士幌，糠平を

第 2図位置図 へて十勝三股にいたる国鉄士幌線
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と，これに沿って国道がある。 また， 国道 39 号線の層雲l快から十勝三股にし、たる国

道も最近閉さくされた。さらに，鹿追から然別湖をへて糠干に通ずる道道がある。

南西部のシカリベツ川本流に沿って林道が敷設されており，ウベベサンケ山のふも

とまで車で行くことができる(第 2 図)。

II 地形

この図幅地域は，東大雪III系の最東端に位置しており，その地形はおおまかに三つ

に区分できる。

(1) 図幅の中央部から西部にかけて，凶幅の大部分をしめる海抜1， 500--2 ,000m

の急峻な地形をつくる山岳地帯。

(2) 図|隔の東部に広がる海抜 600--1 ,000 m の比較的なだらかな地形を示す丘陵性

山地地帯。

(3) (1) と (2) にはさまれた，糠平湖を中心とする盆地状の地帯。

(1) は北に隣接する「石狩岳図幅」地域の青更 III ，石狩岳に連なる裏大雪連峰の一部

をしめるニベソツ山 (2 ， 012.7 m) ，丸山(1， 69 1. 9 m) ，ウベベサンケ Ilj (1, 834.6 m)

などがある山岳地帯である。これらの山岳地形は，構成する地質によって様相が変っ

ている。新第三紀の溶結凝灰岩からなるウベベサンケ山の頂上部はなだらかで女性的

であるのに対し，第四紀の火山であるニベソツ山のそれは，急峻で男性的である。

(2)は南クマネシリ岳(1， 560.0 m) から市へひろがるなだらかな丘陵性山地の連続

で，典型な火砕岩台地の地形をしめしている 3 しかし時代的に古い火砕流堆積物の

ために解析がし、ちじるしい。

(3)は音更川に沿い J 糠平湖から幌加にし、たる，やや細長い盆状地帯である。この設

状地形は地質的な盆状構造に一致している。

人造湖の糠平湖周辺は水没のため不明であるがノ音更川流域には比高 50~oO m のも

のと， 5--10m のものの 2 段の段丘地形がみとめられる。

|斗 Iii両地域に発達する主要な河川としては I司|隔中央部を北から南に流れる音更川と，

その支流の II見加川 3 タウシュベツ沢フ糠平 )11 ，不二 JII ，さらに図幅南阿部のシイシカ

リベツ川とユーヤンベツ川などがある。音更川に注ぐ小さな支流は p これにほぼ直交

する東西方向の流路を示している。ウベベサンタ山に源をもっ幌加川の支流や，

ヤンベツ川などは枝沢がほとんどなく，ほほ南西方向の流路をとっている。
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一方，図II'日西部のニベソツ山，丸山，ウベペサンケ山の西側の河川は，北東一南西

方向の流路をとるものが多い。

III 地質概説

同Ifi)?;地域の西側には，基盤を構成する先第三紀の日高累層群が南北にひろがってい

る。円高累層群は，おもに粘板岩からなり，輝緑岩や花筒岩によって貫かれている。

とくに，花両岩のまわりでは，粘板岩はホルンフェルス化している。

新第三系は図柄地域で最も広い分布を示し南北にのびる断層で，先第三系と接し

ている。下位より上位へ，中京rtftのシカリベツ川層，ウベベサンケ溶結凝灰岩，十勝

iPlVJl1屑，タウシュベツ層と鮮新世の十勝三股屑からなりたっている。

シカリベツ川周は|ズl幅地域の南西部に分布する礁岩，砂岩，黒色頁岩の互層で海成

田と考えられる。

ウベベサンタ溶;桔凝灰岩は結品片の多い石英安山岩質のもので，シカリベツ川屑と

は断層で拡:している。

十勝幌加屑およびタウシュベツ層は，火砕流堆積物などの火山噴出物をともなう湖

成堆積物の層相をしめし，植物化石を多産する。

十勝l幌加層は新第三系の中で最も広い分布を示し，図帽の中央部から東部にかけて

発達している。下位から，際岩・砂岩・凝灰岩互層，凝灰角瞭岩部層，溶結凝灰岩の

三部層に区分され，これに角磯状プロピライトが扶在する。基底部には崖錐状の角際

貿傑岩をともなう。下部の磯岩@砂岩・凝灰岩互)国には縞状頁岩をはさみ，乱堆積構

造が観察される。 i容結凝灰岩は軽石の多い流紋岩質のものでp 下位の凝灰行]I諜岩部層

からぜん移する。

タウシュベツ!出土おもに糠平主lif] をとりまく形で分布している。基底部に岸錐状の

角礁質礁岩をともなう， I球岩と縞:1犬シノレト岩の互層で，軽石凝灰岩や安山岩溶岩をは

さむものである c 下位の十勝II県加層との関係は， 21、傾斜の不整合または断層で接する。

鮮新伊:には，図l隔北部の十勝三股層の他に，南クマネシリ岳溶岩と，図II属中央南部

から南東部にかけた山稜を形成する不二川溶岩，えぼし山火山噴出物，円望山溶岩，

勢山山溶岩およびifti\.泉山溶岩が形成されている。

十時三股層は， II来岩と軽石凝灰岩からなり，えぽし II I火山噴出物は溶結凝灰岩と溶岩

からなっている。
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第四系は，古吏川に沿う段丘堆積物と現河床堆積物および各種の火山岩類からなっ

ている。

第四紀の火山岩類は，図幅の北西部にあるニベソツ山を中心に分布しており，軍艦

地質時代 層 序 柱状凶 層 I手 記号 主要岩十IJ 貫人岩類 その f也

現世 市山l 積 層
。 0000 。

a 機および砂
。 o 0 0 <:ICIj
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擦れ
事If
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山溶岩，丸III火山噴出物およびニベソツ火山噴出物からなっている O このうち，丸山

の頂 tでは2 いまだに噴気があることからみて，これらの火山岩煩の形成時期は更新

世中~後期と考えられる。

第 3 図に図幅地域の模式杭状図を示す。

IV 先第三系

IV.! 日高架層群 (Hi)

日 高呆層群は，この図 III函の西端部から西に隣接する十勝川上流図幅地域にかけて広

く分布している。そのほかに，図幅中央部の幌加川支流の二の沢からメトセップパ|上

流にかけての地域にも，小規模な分布がみられる。

岩質は黒色粘板岩を主体とし，黒色砂岩と含喋砂岩をはさむ乙とがある。

凶幅の西端地域に分布するものは，ニベソツ山の北側と南側とでは，岩質や構造に

かなりの違いがあるようである。すなわち，北側では舟聞は顕著ではないが J 層月.は

明瞭で， N20oW~30oE ， 20o~70oE の走向・傾斜を示している。 ところが南側で

は，層珂は顕著ではないが勢聞がよく発達しており， N50o~80oW， 20o~40° SW と，

N50o~30oE， 20o~60oSE の走向・傾斜をしめす 2 方向がみとめられる(第 4 凶)。

第 4 図 千枚岩状の黒色粘板岩シイシカリベツ川上流
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IV.2 ホルンフヱルス (Hr)

まえにのべた H 高累層群の粘板岩は，乙の地層中に貫入している深成岩体との接触

部付近でいちじるしいホルンフヱルス化をうけている。

シイシカリベヅ川上流地域では，ピシカチナイ花尚岩体の北側に，幅約 2km で，

岩休に平行な東西方向をとって発達している。とのホルンフェルスは，全般に片理が

みとめられるが p 花崩岩体に近づくほどそれが顕著になる。また，ユーヤンベツ川上

流の片麻状変はんれい岩休のまわりにも発達しているが p 乙のホルンフェルスは比較

的塊状である。

鏡下の観察:花崩岩休のすぐ北側のものは，濃褐色を呈する板状~短柵状の黒雲/J:

が一定方向に配列し，その問をモザイク状組織をつくる石英ノ斜長石がうめている。

この岩休からはなれるにつれて，県雲母はより納粒になるとともに色も淡褐色に変化

する。さらに遠い位置では， J旦雲母の量が減少しかわりに緑泥石様鉱物が多くなり，

原岩のレリックを多く含むようになる (P L.!)。

V 先第三紀の火成岩類

V.I 輝緑岩類

シイシカリベツ川上流からニベソツ川上流にかけて分布する日高累層群中に，これ

を貫ーく岩脈あるいは岩床として産出する。これらは，ほぽ南北方向に分布し，大小い

ろいろの規模の岩体を形成している。

シイシカリベツ川上流に分布するものは，もっとも規模が大きく， I隔 lkm 以上も

あるが，その延長については丸山火山噴出物におおわれるため明らかではない。乙の

岩体では，相粒から細粒まで，岩本目変化がし、ちじるしい。その他のものは，いずれも

小規模で，細粒である。

ヌブントムラウシJILL流では，幅数 10mの輝緑去が，不規則な形で，粘板岩ttlに近

入岩体としてみとめられる。これは，産状から， Jft積時のj差入と推定される。

鏡下の観察:粗粒な岩相は，典型的なオフイテイヅク組織をしめしている。細粒の

岩相は，一般に斜長石の斑品を含み，サブオフイティック組織を示す。ともに，主構

成鉱物の単斜輝石の大部分は，淡緑色の角閃石に置換されている。角閃石には，輝石の
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形を残したままのウラル石質のものと，柱状斜長石をも交代するせんい状のものとが

ある。その他の鉱物として，少量の緑泥石，白チタン石などがみとめられる (PL. 2) 。

V.2 ピシカチナイ花崩岩

図幅の南西部のシイシカリベツ川流域，凶幅の中央部の l幌加川支流三の沢およびメ

トセツプ川流域に分布する。前者は乙の図 l幅地域南西方の佐幌岳図幅地域に大規模に

発達するピシカチナイ花崩岩の北東端をしめている。新第三紀のシカリベツ川層とは

断層で接し，その付近ではいちじるしくミロナイト化されている。後者は，これとは

別個の独立した二つの岩体をつくり，一つは南北約 3km ，東西約 lkm の規模のもの

である。他の一つは，新期の火山噴出物におおわれているため，規模は明らかでない。

いずれも，日高累層群とは断層で接している。

シイシカリペア川に分布するものは， N200W~N 60
0
E 方向の板状節理が発達して

おり，岩相変化がし、ちじるしい。北側になるほど，この花崩岩は大小様々の大きさの

優黒質部を不均質に含むようになる。 ときには，径 5~10 em の斑点状の形で，優黒

質部が花崩岩中に残されている場合もある。また，一部の優黒質部には， N300
W 方

向の葉理構造がみとめられる。

優黒質部は，はんれい岩質のものと閃緑岩質のものの 2 つに区別されるが，後者が

大部分をしめている。

野外の観察から，はんれい岩が花崩岩質マグマによるつよい交代作用をうけて，の

べたような産状をとるにし、たったものと思われる。

鏡下の観察:

花崩岩相

カリ長行〉石英〉斜長石〉黒雲母;半白形~白形粒状構造。

カリ長行は，パーサイトからなり，不規則な形で他鉱物聞をうめている。しばしば，

文象構造を形成している。

石英は，最末期の牛ー成で，他鉱物を交代している。

斜長正iは，柱状あるいは板状で，ひじように汚れている。ごく弱し、果帯構造を形成

しているものが多い。

黒雲母は，斜長石とカリ長石の聞に不規則に発達し，緑泥石化をうけて汚れている

ものが多い。 x=淡褐色， Z=j濃褐色。
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黒雲母花崩閃緑岩相

斜長石〉黒雲母〉角閃石〉石英〉普通輝石，半白形~白形粒状構造。

科長石は，柱状から板状の半白形および白形結晶をつくり，累帯構造は発達してい

ない。

黒雲母は，角閃石あるいは斜長石を置換して生成されている。 x=淡褐色， z=濃褐

色。

角閃石は， x=淡緑色， 2=淡褐色の~~"、多色性をしめし不規則な形態をとっている。

石英は，斜長石その他の鉱物を交代する，不規則な形をとっている。

普通輝石はごくわずかで粒状結品としてみとめられるにすぎない (PL. 3) 。

はんれい岩相

斜長石〉しそ輝石，普通輝石〉角閃石〉黒雲母〉石英。

半白形~白形の斜長石と有色鉱物が不規則に組合わさっているものと，これらがや

や方向配列をとるものとがある。一部には，白形性のつよい，長柱状斜長石を多く含

む岩相もみとめられる。

斜長石は，短柵状，柱状，長柱状，板状など様々な形を示す。一部のものは，累帯

構造をとっている。

しそ輝石は半白形の柱状結品をつくるものが多い。しばしば，短柵状の斜長石を包

有し，ポイキリティックになっている。

普通輝石の多くは角閃石化をつよくうけているために，角閃石中に虫食い状に残存

しているものが多い。しかし， もともとは斜長石とオフィティックに組合っていたも

のと思われる。

角閃石は，おもに普通輝石を置換して生成している。 x=淡黄褐色， 2=淡褐色~褐

色の多色性をしめす。

黒雲母は，角閃石を不規則に交代して産する。濃褐色~淡掲色の多色性をしめし，

波動消光がいちじるしい。

はんれい岩相には，いちじるしい破砕をうけたものがみとめられる。このようなも

のには，粒状の石英が形成されており，また，斜長石の多くはモルタル組織をつくっ

ている。さらに，ごくわずかではあるがミルメカイトもみとめられる。

幌加川支流二の沢やメトセップ川上流のものは，淡灰色の優白質の花崩閃緑岩質の

部分が主体であるが，その中に，優黒質の閃緑岩質のものがとりこまれている(第 5
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第 5 図 優白色の部分が優黒色の部分をとりこんでいる花崩岩

(幌加川支流)

図， PL.4) 。

V.3 片麻状変はんれい岩

ユーヤンベツ川上流にみられ，日高累層群の粘板岩中に，ほぼ東西方向に貫入する幅

10m ほどの岩脈として産出する。まわりの粘板岩にホノレンフェルス化を与えている。

鏡下の観察:斜長行〉普通輝石〉黒雲母，角閃行〉石英〉不透明鉱物。

板状~長柱状科長石と有色鉱物とが方向性をもって配列する片麻状組織をしめす。

斜長石は，板状 p 短柱状，長柱状の半白形あるいは白形結晶をつくっている。一部

に泉市構造をとるものがある。また，ほとんどの結晶が波動消光あるいはブロック状

の消光をしめし，明らかに破砕による影響をうけている。

普通輝石は，半白形の柱状結晶，あるいは虫食い状に角閃石に置換されているもの

などがある。

黒雲母は，半白形あるいは他形の柱状~板状結晶で，けんちょな方向配列をしめす。

また，波動消光がいちじるしい。 x= 淡黄色， z= 濃褐色の多色性をしめす。

角閃石は，板状あるいは柱状の不規則な他形結晶をつくっている。 x= 帯淡緑色，

z= 淡褐色の多色性をしめす。
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石英は，他鉱物間に，これらを交代する粒状のモザイク状集合体をつくっている。

V 新第三系

下位から上位へ，シカリベツ川層，ウペベサンケ溶結凝灰岩，十勝幌加層，タウシ

ュベツ層および十勝三股層からなっている。それぞれの境はいずれも不整合または断

層である。

シカリベツ川層は，この凶幅の北方にあたる上支湧別図幅の上支湧別層に，十勝幌

加層は，北に隣接する石狩岳図幅の東高地層にそれぞれ対比される。また，十勝l幌加

層上部の溶結凝灰岩は，東に隣接する茅登温泉図幅のヌカナン川層の溶結凝灰岩と，

石狩岳図II屈の上l幌加溶結凝灰岩に対比される。

第 6 図 シカリベツ川層の下部礁岩層

V.I シカリベツ川層 (She ， Shs)

この地層は，図幅の南西部のシカリベツ川本流からユーヤンベツ川にかけての地域

に分布する。

岩相は，下部から上部へ，機岩，黒色頁岩，喋岩の三つに区分される。

下部の模岩の擦は，おもに指頭大からこぶし大のもので構成され，基質は黒色砂岩

である(第 6 図)。
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一般に，堅硬ちみつであるが，風化した部分は軟弱でくずれやすい。この喋岩の構

・* *ネ

成礁について解析を行った結果，構成礁は一般に球状で，円磨度は 0.5~0 ， 6 を示し，

亜門礁が多い。陳種は日高累層群起源の粘板岩砂岩，およびホルンフェルスなどが全

体の 80%をしめ，花崩岩質岩類(圧砕岩，文象斑岩をふくむ)も 15%ほどま含れて

し、る。

中部の黒色頁岩は，堅硬，ちみつで， 日 i青果層群の粘板岩と岩質上15(別しにくい。

まれに。珪質な部分もみられ，また黒色細粒砂岩と互層するばあいもある。

上部の瞭岩は，おもに小豆大から指頭大の疎によってしめられ，下部の礁岩より細

粒である。礁種はおもに，輝緑岩，花崩岩， J1質粘板岩などである。

地層の厚さは，下部の探岩層が 350 m+，黒色頁岩層が 750 m士，上部の喋岩層が

950m+で，合計 2 ， 000 m以上である。

日高累層群とは，南北方向の断層で接し，幅 5m 以上の破砕帯をともなっている。

VI.2 ウベペサンケ溶結凝灰岩 (Uw)

ユーヤンベツ川上流からウベベサンケ山頂上を標式地とし，ウベベサンケを中心に

第 7 図 黒色頁岩や粘板岩の礁を多く含むウベベサンケ溶結凝灰岩

ネ形(球形度)のこと。この場合は摩滅して球に近いことを意味する。

ネ* 形(球形度)とは関係なく， rかどおよび稜の平均半径/粒子の最大内接円の半径」

を意味する。
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南北約 Skm，東西約 6kmの範囲に分布している。

淡灰緑~淡褐黄色を呈し，ちみつ，堅硬，塊状の柱状範理のよく発達した岩体で，

石英安山岩溶岩に見誤られやすい結晶片の多い溶結凝灰岩である。最大径 1 em の，

日高累層群起源の粘板岩，輝緑岩およびシカリベツ川層起源の黒色頁岩の岩片が多く

含まれている(第 7 図)。

鏡下の観察: 斜長石，石英，黒雲母などの結晶片と本質レンズ(軽石)，および

粘板岩などの石質岩片ーなどの間をうめる火山ガラスからなるガラス質結晶凝灰岩であ

って，典型的な溶結構造をしめしている (PL. 5)。本質岩片は少なく，結晶片が多い。

*本質レンズは先端部や外側が脱ハリ作用により結晶化し，アキシオライト組織 (PL.

6) を示すものもある。 また，結晶片の聞にはさまれてつぶされたり，由ったりして

いる。黒雲母の破片はモンモリロナイトや緑泥石に変質している場合が多い。結晶

片，石質岩片，本質レンズ以外はガラス片(ガラスシヤード)の集合体で，いわゆる

シヤード構造を示している。

下位の日高累層群やシカリベツ川層とは，北西一南東方向の円弧状の断層で接して

いる。この断層にそう，幅約 10 mの溶結凝灰岩には，径 10em に達する黒色粘板岩

や黒色頁岩の角礁が密集してとりこまれ，さらに，シカリベツ川層の喋岩から由来さ

れたと考えられる花崩岩の円擦も含まれている。断層にそうシカリベツ川層もいちじ

るしく破砕している。全体の厚さは明らかでない。

VI.3 十勝l院加層

この地層は，図幅の It=t央部， ，幌力II付近の音更川， ，幌加川の合流点付近を標式地とし

ている。このほか，メトセップ川河口付近から十勝三股にし、たる音更川の流域沿い，

および凶|隔の東部に位置するタウシュベツ沢や糠平湖東岸地域に広く発達している。

また，図幅の南西部のユーヤンベツ川上流にも小分布がみられる。

との地層はつぎの三つの部層に区別することができる。すなわち，下位から上位へ，

礁岩・砂岩・凝灰岩互層，緑色凝灰角榛岩部層，および溶結凝灰岩である。さらに，

最下位の喋岩・砂宥・凝ば岩互層の中に，角喋状プロピライトをはさんでいる。橋本

豆(1955) のた幌加層、は前の二者を対象に命名されたもので，溶結凝灰岩や角喋状

キ c. S., RossandR.L., SMITH, 1961
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プロピライトは含まれていない。

したがって，のべたように定義し

て，た十勝幌加層、と新称した。

VI.3.1 操岩・砂岩・凝灰

岩互層 (He)

この部層は， I幌加JfI，音更川の

合流点付近から糠平湖の東岸にか

けて分布している。また，ユーヤ

ンベツ川上流地域にも小分布がみ

られる。

この部層は，最下部に淘汰の不

良な崖錐状の角陳質瞭岩をともな

い，全体的に，喋岩・砂岩・緑色

凝灰岩のリズミカルな互層で，湖

成堆積物の様相をしめしている。

基底部の角程表質峨岩は，ユーヤ

ンベツ川 t流でよく観察できる。
第 8 図十勝幌加層の基底磯岩

(ユーヤンベツ川上流) おもに，人頭大から 10em 大の角

礁からなり，基盤の黒色粘板岩， 黒色頁岩起源の燥がほとんどをしめる(第 8 図〉。

下位層との関係は直接観察できなかったが，東に傾いた断層と考えられる。

また，この部層のやや上部には，厚さ 20em 内外の際岩層が多数ともなわれている。

よく円磨された指頭大~拳大の礁からなり，際種として，チャート，輝緑岩，粘板岩，

流紋岩，溶結凝灰岩などがみられる。基質は緑灰色~茶褐色の凝灰質砂岩である。

砂岩は緑灰色~黄褐色の塊状の中粒砂岩であるが，なかに灰白色の薄いシルト岩を

はさむ板状の中~細粒の砂岩もみられる。

この地層の中には，面なし断層が発達しており，また，層間異状，微摺曲などのス

ランプ構造もみられる(第 9 図)。また，保存不良の植物化石がみとめられる。

凝灰岩は，淡緑色~緑灰色の軽石を主とし，安山岩の角礁を少量含むほか，まれに輝

椋岩や粘板岩などの小円礁がみられることがある。また，場所により，比較的径の大

きな安山岩角擦を多く含む，火山角喋岩といえる岩相もみとめられる。また，図 l隔地

- 14 ー



第 9 図 十勝幌加層の縞状砂岩頁岩中のスランプ構造(糠平湖東岸)

域の範囲内ではみられないが，東に隣接する茅登温泉図幅地域では，玄武岩の溶岩を

はさんでいる。

この部層全体の厚さは 100 m 以上と算定される。

VI.3.2 緑色凝灰角際岩部層 (Ht)

この部層は，幌加温泉付近によくみられ， I開加川，青更川流域に発達している。

岩質は，下位の部層に挟在する緑色凝灰岩に類似していて，軽石の多い緑色の流紋

岩質角喋凝灰岩である。まれに，砂岩や泥岩をはさんでいるところもある。角礁は大

部分が流紋岩と安山岩であるが，量は少ないが粘板宥などの細礁を含むことがある。

溶結作用はうけていない。

下位の喋岩・砂岩・凝灰岩互層とは整合で，その上部で，緑色凝灰岩層のみにな')

たところより上の部分を，この部層として取扱った。

厚さは 100 m 以上である。

VI.3.3 溶結凝灰岩 (Tw)

この部層は，幌加東方地域を標式地として主として図幅の東部地域から，東に隣接

する茅登温泉凶幅地域にかけて広く分布している。

下位の禄色凝灰角礁岩との境はぜん移の関係にあり， 1容結作用をうけているところ

から，この部層として取り扱った。

岩相は，淡褐色~暗灰色を示し堅硬，ちみつな流紋岩質の溶結凝灰岩である。一
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般に軽石が多く，結品片や石質岩片は比較的少ない。

厚さは 150 m 以上と考えられる。

鏡下の観察: 本質レンズ，結晶片，石質岩片の聞を小さなガラス片がうめてい

る。本質レンズは数多くみられ，長径 1........2cm が普通で，全体には，流理面に平行に

おしつぶされたり，脱ハリ作用によって両端がよごれていたりしている。外側ほど脱

ハリ作用がし、ちじるしく，変質作用も加わって，石英粒で縁どられることが多い。ま

た，アキシオライト組織や球か組織もみられる。石質岩片として，粘板岩や砂岩のほ

かに，玄武岩やプロピライトの多いのが特徴である。ガラス片の集合体はシヤード構

造をしめし，脱ハリ作用により球かができている場合もある。また，モンモリロナイ

トと炭酸塩鉱物ができている乙とが多い (PL. 7) 。

VI.3.4 角喋状プロピライト (Vp)

図幅の南東部に位置する糠平温泉付近を標式地とし，糠平川流域，不二川流域に分

布している。全体として，灰褐色~青緑色を示し，径 5........30cm の角礁からなる火山

角喋岩状のものである。角礁と基質とが同質のものであることや，車大泥棟をとり乙ん

でいることなどから，水中に流れて破砕した溶岩，すなわち水冷破砕岩と考えられる。

ときには，喋岩や砂岩をはさんでいることもある。

糠平川流域のものは，青緑色を示し，角閃石普通輝石安山岩質プロピライトである。

ここでは， N50
0

W の方向性をもっ幅数 m の粘土化帯が伺本も発達している。

また，不二川流域のものは灰褐色を示し，普通輝石安山岩質プロピライトであり，

異質岩片も合まれている。ここでは，沸石の生成がいちじるしく，角礁の間やアミグ

夕、、ルを，ガマ状あるいは網目脈に，濁沸石，輝沸石，モルデ、ン沸石などがうめてい

る。

さらに，緑泥石ーモンモリロナイト混合層鉱物，方解石， ~l英が形成されている。

この地層は，挟在している喋岩や砂岩から判断すると，十勝幌加層最下部の礁岩・

砂岩・凝灰岩互層と同層準と考えられる。

鏡下の観察: ハイアロピリティック~ハイアロオフイティック組織を示す。斑晶

には斜長石〉普通輝石〉角閃石などがみられるが，角閃石の認められないものもあ

る。普通輝石は斜長石とほぼ同じ 1........2mm の大きさで，新鮮である。角閃石はそン

モリロナイトにかわっていることが多い。

アミクー夕、、ルや石基カaラスは，石英，モルデ、ン沸石，モンモリロナイトで充てんされ
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ているばあいと，緑泥石や方解石で交代されているばあいとがある。

VI.4 タウシュベツ層 (Ts)

この地層は，音更川支流のタウシュベツれの沢口付近と，糠平市街北方の道路切割

を標式地とし，糠平1Mをとりまくような形で分布している。

糠平湖の中心に向って， 10o~20°のゆるい傾斜をとる盆状構造を示している。灰黄

色縞状のシルト岩と火山岩操の多い瞭岩の互層を主とし，軽石凝灰岩，安山岩溶岩お

よび安山岩質火山角礁岩をはさむ。

シノレト岩にはいちじるしい縞状構造が発達しており，一部にスランピング構造もみ

とめられる。礁岩は輝石安山岩や角閃石安山岩の角礁と，ウベベサンケ溶結凝灰岩，

緑色凝灰岩，流紋岩などの円傑を含んでいる。軽石凝灰岩は，黄白色を呈する径 1~2

em の軽石と火山灰からなっている。安山岩溶岩は普通輝石しそ輝石安山岩質で，破

砕されており，水冷破砕岩と考えられる。

下位層との関係について，橋本亘(1955) はメトセップから鉄橋にかけて不整合が

みられるとしているが，現在水没しているためp 不整合面はみられない。しかしそ

の付近の礁岩は，人頭大の溶結凝灰岩，黒曜石，安山岩などの，すべて角ばった礁と，

まれに径 1m 以上の巨撲を含む崖錐状角礁質瞭岩といえる。現在，下位層との関係

は，糠平市街北方の新道切割と，糠平湖東岸の道路切割でみられるが，断層関係と不

整合関係がある。いずれも急傾斜である。断層の部分は，アパット関係の不整合面が，

後に動いたものである。

糠平市街北方の新道切割では，基底部の崖錐状角陳質瞭岩が，十勝l幌加層の角礁状

第 10 図 タウシュベツ層の基底部と下位の石英斑岩との不整合面

(糠平市街北方)
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プロピライトと断層で接しているところと，石英斑岩を不整合におおうところがある

(第 10 図)。前者の場合は，基盤の角喋状プロピライトにできた断層崖に，崖錐状角

探質磯岩がアパットの関係で堆積したがp そのご，その接触面(不整合面)がすべっ

たものと考えられる。

糠平湖東岸の道路切割では，下位の十勝i院加層の礁岩・砂岩・凝灰岩部層と N-S，

700W の走向，傾斜をとる接触面で接している。それと接するタウシュベツ層は巨擦

を含む崖錐状の角喋質傑岩で，基盤にアパットしている。その醸の大半は石英斑岩に

よってしめられている。これは，糠平湖東岸の山地に分布する石英斑岩起源のものと

推定される。そして，この接触面は当時の急峻な地形面で，タウシュベツ層堆積以前

に形成された断層崖であろう(第 11 凶)。したがって，この面はタウシュベツ層と某

盤の十勝幌加層との聞の不整合面であると同時に，タウシュベツ層堆積以前の断層を

意味していると考えられる。

第 11 図 タウシュベツ層基底部の崖錐状角礁質礁岩と十勝幌加層との

接触面(糠平湖東岸)。

シルト岩・喋岩互層中の，とくにシルト岩の中には保存良好な植物化石が多く産す

る。

糠平市街北方の新道切割で発見された植物化石はつぎに示したとおりである。

Ricec, Protojessoensis

Pterocc,ryc, c,syr.nr.netrosc,

N.SUZUKI

KONNO
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AlnusProtomaximowicii TANAI

Betulamiomaximowiziana ENDO

BetulaOnbaraensis TANAIetONOE

BetulaProtoermani ENDO

Ulmusmio ρumila HuetCHANEY

UlmusProtoja ρonica TANAIetN.SUZUKI

SorbusProtoalnifolia TANAIetONOE

AcerSubpictum SAPORTA

Phellodendronmioamurensis TANAIetN.SUZUKI

(棚井敏雅鑑定による)

Tanai (1 96 1)は，との植物群を三徳型植物群とよび，上部中新世に属するとして

し、る。

層厚は 100 m 以上である。

VI.5 十勝三股層 (Tm)

図幅の北部に位置する十勝三股付近を標式地とし，南の十六の沢から，北に隣接す

キ

る石狩岳図幅の三国峠付近までの十勝三股盆地に兎達している地層である。

ほぼ水平な地層で，淡灰黄色~淡灰色の，径 1-3em の軽石を主とする軽石凝灰岩

が主体で，径数 em の安山岩擦を含んでいる。

基底部に，溶結凝灰岩や安山岩の角礁が多く，厚さ 10数 m の際岩をともなう。

下位層との関係は，標式地の十六の沢では，十勝l幌加層の緑色凝灰角際岩部層の上

に，傾斜不整合でのっている。

厚さは約 50m 以上と推定される。

VII 新第三紀の火成岩類

VII.1 十勝幌加層を貫く道入岩類

十勝幌加層を貫く道入岩類には，流紋岩，プロピライト，石英斑岩，含黒雲母安山

岩などがある。これらはタウシュベツ層堆積以前に道入したものである。

*石狩iJT図幅で、は，この地層を三国層としているが，十勝三股盆地に分布が限られ
ているので再定義した。
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VII.1.1 流紋岩 (Ry)

凶幅の北部にある!院加温泉の北方の音更川にそう道路ぞいや，タウシュベツ沢など

に露出する。

灰白色のちみつ塊状の岩脈である。貫入方向は一定していない。タウシュベツ沢の

ものは断層にともなう粘土化がし、ちじるしい。鏡下では，微品質で，少量の斜長石斑

品をともなうだけである。

VII.1.2 ブロピライト (Pr)

l幌加川流域および陳平ダムサイトに大規模な岩脈としてみられるものと， I幌!Jn 付近

に小岩脈として産するものなどがある。

幌加川流域のものは，巨大な粘板岩の捕獲岩をとりこみ， N40o~50oW の延長方向

をもっ，幅 1.5~2km，延長約 8km にわたる大規模な岩休である。糠平ダムサイト

にみられるものは， NW の方向性をもっ宕床状の岩休で，柱状節理が発達している(第

12 図)。なお十勝l恒加層の瞭岩を捕獲岩としてとりこんでいる(第 13 凶) 0 I慢加付近

のものは) NE または NW の方向性をもっ l幅 100~10 数 m の岩床あるいは岩脈であ

る。

肉眼では，いずれも青緑色を呈し，堅硬，ちみつな岩石で，鏡下ではJ 緑泥石化を

つよくうけ，十勝l促加層中の角礁状プロピライトと同じ組織を示している (PL. 針。

第 12 図 プロピライト(黒石平向近)
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第 13 図 プロピライト中の捕獲岩(礁岩)

VII. 1.3 石英斑岩 (Qp)

糠平湖の東岸に敷設されている道路切割と丘陵部p および糠平ダムサイトから 1km

南方の道路切割に，それぞれやや大きな岩体がみられる。またフ糠平市街の北方の新

道切割および、糠平川流域にもみられるが，いずれも小岩体のものである。

淡灰色~黄灰褐色の粗粒な岩石で，柱状節理の発達がよい。また，径数 em のオー

トリスを含んでいる。

糠平湖東岸の道路切割では，幅 500m の大きさで，十勝幌加層の醗岩・砂岩・凝灰

岩・互層を，丘陵部では同層の溶結凝灰岩を，また，糠干夕、、ムサイトより 1km 南方

の道路切割では，まえにのべたプロピライトをそれぞれ貫いている。

糠平市街の北方の新道切割にみられるものは，淡赤紫色を示し，酸化と風化をうけ

て軟弱でくずれやすくなっている。ここでは，タウシュベツ層に不整合でおおわれて

し、る。

鏡下の観察: 斑状組織を示し，石基は徴品質である。斑品は斜長石〉石英〉角閃

石〉普通輝石。角閃石は長径 1mm位で，多色性はx=淡黄色， y=褐緑黄色， zニ淡

緑黄色を示す。なお，オートリスは，インターグラニュラーおよびオフィティック組

織を示し，斑品として斜長石普通輝石，角閃石をふくんでいる。

VII.1.4 含黒雲母安山岩 (An)

図幅の南西部にあるユーヤンベツ川上流に露出している。南北方向に貫入した，幅
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数mの小岩脈で，暗黒色の堅硬，ちみつな岩石である。

鏡下の観察: ハイアロピリティック構造を示し，斑品として，斜長石，少量の石

英および黒雲母からなる。石基ガラスは石英に交代され，斜長石や有色鉱物は緑泥石，

方解石にかわっている。

VII.2 鮮新世の火山岩類

VII.2.1 不二川溶岩 (Fl)

不二川流域から糠平湖西岸の丘陵にかけて発達している。暗灰色~灰白色を呈し，

長径 5-3mm の角閃石の巨晶を含むしそ輝石普通輝石角閃石安山岩である。産状は

下部は白破砕状の溶岩で，上部は柱状節理の発達がよい。

鏡下の観察: ハイアロピリティック組織を示し，斑品は斜長石，角閃石，普通輝

石を主とし， しそ輝石をともなう。斜長石は全体として虫食い状で男聞が多い。角閃

石の多色性は x= 淡黄色， Y= 黄緑色， 2ニ緑黄色を示す。石基はガラス質で脱ハリ作

用をうけたり，また真珠状構造に似た割れ目が入ることもある。

VII.2.2 えぽし山火山噴出物

糠平湖西岸の丘陵部を形成しており，溶結凝灰岩と溶岩とから構成されている。

溶結凝灰岩 (Ew)

メトセップ川の中~上流にかけての支流に転石として確認されるもので，丘陵部の

第 14 図えぽし山溶岩
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基底部をなすものであろう。

全体に，灰白色で黒曜石のパッチを含む黒雲母石英安山岩質溶結凝灰岩である。

鏡下の観察: 結晶片としては，石英，斜長石，黒雲母，輝石を含み，石質岩片は

あまりない。本質レンズが比較的多く，脱ハリ作用をつよくうけ，球か組織やアキシ

オライト組織を示している (PL. 9) 。

溶岩 (El)

糠平湖西岸の丘陵部に分布している。らくだのこぶのように， 北東方向に連なる 7

つの岩けし、と思われる岩体をなすものである。これらはえぼし山とよびならわされて

いる(第 14 図)。

下部は白破砕状を呈する部分もあるが，上部は垂直方向に柱状節理の発達した，灰

白~灰黄白色の含石英黒雲母普通輝石しそ輝石安山岩である。

鏡下の観察: ハイアロオフイティック組織およびハイアロピリティック組織を示

す。斑品としては，斜長石，石英，普通輝石， しそ輝石，黒雲母があげられる。輝石

類を含まないものもある。斜長石は黒帯構造が顕著である。黒雲母の多色性は x=淡

褐~淡黄色， Y二ドz=褐~褐緑色である。石基はガラス質多孔質で脱ハリ作用をつよ

くうけている。

VII.2.3 南クマネシリ岳溶岩 (Mn)

図幅の北東端の南クマネシリ岳を中心に分布している。ややガラス質の普通輝石し

そ輝石安山岩である。

東に隣接する茅登温泉凶幅における足寄層の安山岩溶岩，北に隣接する石狩岳図幅

におけるピリベツ岳溶岩，常元図II·屈におけるクマネシリ山溶岩などと同時期，同岩質

のものである。

鏡下の観察: 斑品は一般に少ないが，斜長石， しそ輝石，普通輝石がみられる。

なかには， しそ輝石を含まないものがある。石基はハイアロフェルシティック構造を

示し徴細な斜長石，普通輝石，ガラスからなっている。

VII.2.4 円望山溶岩 (En)

ウベベサンケ山の南稜から，南に隣接する然別湖図幅の円望山を中心に分布する。

暗黒色，多孔質のしそ輝石普通輝石安山岩である。

鏡下の観察:ハイアロオフィティック組織を示し，斑品としては，斜長石，普通輝

石， しそ輝石がみられる。
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VII.2.5 勢田山溶岩 (51)

南に隣接する然別湖図幅の勢田山を中心に分布する。黒褐色~暗黒褐色の塊状，ち

みつな岩石で，柱状節理のよく発達したしそ輝石普通輝石安山岩である。部分的に変

質をうけて，青緑色を示しているところがある。

鏡下の観察:ハイアロピリティック組織を示し，斑品として，斜長石，普通輝石，

しそ輝石を合む，石基は，短冊明斜長石と輝石の間をガラスがうめている。ガラスは

脱ハリ作用をうけている。

VII.2.6 温泉山溶岩 (01)

図幅の南部に位置する温泉山を中心に分布している。糠平~烈日Ij湖問の道路で観察

することができる。黒褐色~赤紫色，塊状，ちみつで，板状節理のよく発達した普通

輝石しそ輝石安山岩である。

鏡下の観察:ハイアロオフィティック組織を示す，やや粗粒な岩石である。斑品は

斜長石， しそ輝石および普通輝石である。斜長石は斑点状に方解石化，セリサイト化

している。;行基は斜長石と輝石からなる。

VIII 第四系

VIII.! 段丘堆積物および沖積層

段丘堆積物 (Tr)

糠平湖周辺は水没のため不明であるが，湖の北部と南部の音更川流域には，比高 50

........60m のものと， 5........ lO m の河岸段丘が観察される。堆積物の厚さは 5m 以上あり，

主に円礁の多い砂瞭層からなっている。

沖積層 (a)

現河川の氾らん源堆積物で，音更川流域によく発達している。とくに，糠平湖北部

の東岸付近では厚く堆積しており，砂礁と粘土を主としている。

また，糠平{温泉付近の糠平川下流には，支流から供給された扇状地堆積物がみとめ

られる。

VIII.2 第四紀の火山岩類

図幅地域内の第四紀の火山は，ニベソツ岳を中心に分布し，更新世末期に形成され
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たものと考えられる。

VIII.2.1 軍艦山溶岩 (Gl)

ニベソツ山東方の軍艦山(1， 200m) とよばれる平坦な地形を示す溶岩台地を形成

するもので，ニベソツ山から東側へ流下した溶岩であろう。幌加川支流の北方の崖で

は，板状節理がよく発達している。暗黒色~暗灰色，多孔質で，たまたま斑点状に球

かがみられるしそ輝石安山岩である。

鏡下の観察:ガラス質で，ピロタキシティック組織を示す。斑品は斜長石としそ輝

石である。石基ガラスの部分に，脱ハリ作用による球か組織を示すものがある (P L.

10) 。

VIII.2.2 丸山火山噴出物

ニペソツ山南方の丸山(1， 691. 9 m) は現在も噴気のある火山で，その噴出物は下部

の火山角喋岩と上部の溶岩とから構成されている。

火山角傑岩 (Mv)

粘板岩や変質した普通輝石安山岩，角閃石石英安山岩の角礁の間を軟弱な火山灰質

物質で充てんされたもので，全体に粘土化をうけている。

なお，粘板岩やプロピライトの異質擦を含む。

溶岩 (Ml)

丸山の頂上部を構成し，全体に塊状で，やや赤褐色を呈する。石英の斑品の目立つ

合石英しそ輝石普通輝石角閃石安山岩である。

鏡下の観察: ハイアロピリティック組織を示し，斑品は斜長石〉石英〉角閃石〉

普通輝石〉しそ輝石>黒雲母である。角閃石は長径 2~3mm で，濃い赤褐色の酸化

角閃石で，オパサイト化している。

VIII.2.3 ニベソツ火山噴出物

ニベソツ山 (2 ， 012.7 m) を中心に，南北に長分布している。下部は火山角棟岩，上

部は溶岩であり，岩質はいずれも， しそ輝石角閃石安山岩である。

火山角瞭岩 (Nv)

火山灰質の基質と径 10~20 em の角礁から構成されている。

溶岩 (Nl)

灰赤褐色~灰白色，組粒の塊状溶岩である。角閃石の巨品が目立つしそ輝石角関石

安山岩である。
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鏡下の観察: ハイアロピリティック組織を示し，斑晶は斜長石， しそ輝石，角閃

石を主とし，少量の普通輝石，石英がみられる。角閃石は長径 1......3mm の大きさで，

緑色角閃石と酸化角閃石の 2 種類みられるが，いずれもオパサイト化している。石基

はガラス質で脱ハリ作用をおこし球かが多量にできている。

IX 地質構造および地史

図幅地域の基盤を構成する先第三紀の日高累層群は，ほぽ N-S 性の構造をとって

おり，これを貫く輝緑岩や花尚岩の貫入方向も，ほぽ N-S 性である。その上位のシ

|回 2[2] 3巳 4固 5己 6回
基盤岩 シカリペア川層 ウベベサンケ i寄結凝灰岩 十勝幌加層 タウシュヘツ層 プロピライト

7不日一二川溶岩 え l8Zし因山火山の岩けい 91C! 10 図
盆状構造

第 15 図模式地質構造図
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カリベツ川層の走向もそれにほぼ平行である。

しかし，新第三紀中新世のグリーンタフの初期活動としてのウベベサンケ溶結凝灰

岩の噴出は，北側では，これらの N-S 方向の構造に規制されているのに対し，南側

では，乙れと斜交する NW--SE 方向の地質構造をとっている。そして，基盤との境

界付近の幅 10m の溶結凝灰岩中に，基盤の角礁が密集してとりとまれている乙とは，

乙の火砕流の噴出後に，カルテ、ラ性の陥没がおこったことをしめしており，その境界

が当時のカルデ、ラの壁であったのであろう。

その後の十勝幌加層の基底部は崖錐状の角疎質瞭岩であること，下位層との境界が

直線的な不整合面であること，堆積盆の中に基盤が地塁状にとり残されていることな

どから，この地層は，構造性陥没によって形成された陥没湖に堆積したものと考えら

れる。

この陥没の方向は，悶幅の範囲内では NS 方向であるが，より北方に行くにつれ，

しだいに NE 方向に移行する。この方向は，上支湧別構造線(長谷川・他， 1961b)

に平行である。

この十勝幌加層の堆積盆では，崖錐状基底操岩の Jit 積後，ややしばらく正常堆積物

もたまったが，しかしすぐにプロピライトの噴出にはじまり，はげしい流紋岩質の

火砕流の噴出などの火山活動の場に移行した。そして，最終的には，この火砕流堆積

物によってこの湖は埋積されたと考えられる。

その後，流紋岩の小岩脈が NS--NW 方向に貫入し， さらに NW 方向に大規模な

プロピライトの注入活動がおこった。これらにおくれて活動した石英斑岩は NS--NE

方向である。

この十勝 I慢加層の堆積盆の中で，地塁状にとり残された，先第三紀の基盤ブロック

の縁辺で，新たに，多角形の陥没盆地が発生した。この構造運動によって急傾斜の断

層濯がつくられて，崖錐状の基底礁岩に始まるタウシュベツ層を堆積した。

この堆積盆においても，火山活動が活発で，初期の流紋岩質軽石流の活動と，その

後の安山岩溶岩の活動で特徴づけられる。

そして，鮮新世では，それらの活動が，不二川溶岩やえぽし山火山噴出物などの中

性~酸性の火山活動にひきつがれている。不二川溶岩は南に広がり，えぽし山火山噴

出物の溶岩は，岩けし、として， NE 方向の直線上に配列している。いずれも，タウシ

ュベツ層の陥没構造とは斜交している。
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鮮新世には，また，タウシュベツ層堆積盆の北方で同様の陥没が発生し，十勝三股

層を形成した。この堆積盆は，崖錐状基底醸岩の堆積後においては，軽石流を主とす

る酸性の火山活動で特徴づけられている。

乙のように，図幅地域の後期中新世~鮮新世の造構運動は，群馬県本宿地域のグリ

ーンタフ変動発生期におけるものと類似しており(本宿団研， 1970)，陥没→湖盆の形

成→火山の噴出というサイクルがくりかえされている。また，火山活動は，それぞれ

の湖盆では，中性と酸性の活動があるが，酸性の火砕流の活動が主である。また，南

部の山地では，鮮新世と考えられる輝石安山岩が活動している。

第四紀では，角閃石安山岩質溶岩の活動が主体で，然別火山の中期のもの(ベトウ

トル山など)とほぼ同時期の更新世に活動したものであろう。

なお，模式地質構造図を第 15 図に示した。

X 応用地質

X.l 鉱徴

図幅地域にみられる鉱化変質帯は，東部の糠平湖周辺の糠平川流域と，南西部のユ

ーヤンベツ川流域にみられる。

前者は， N60 0
W 方向の角操状プロピライト中に発達する変質帯で，全体として幅

lkm で，ほぽ 3km の延長を示すが，個々の変質帯は幅数 m~lO数 mの粘土化帯で

ある。

また，乙の変質帯には， 1i突の徴細脈や黄鉄鉱の鉱染した珪化帯がみられるだけで

ある。

後者は，水銀の鉱徴で，藤原・他(1970) によれば，図幅の南に隣接する然別湖悶

幅地域で，かつて，瓜幕鉱山として稼行された水銀鉱床を匹胎するものと同方向の N

lOo~30oE 方向のせん断帯に，辰砂の鉱徴がみられるとし寸。

X.2 温泉

X.2.1 糠平温泉

糠平湖に注ぐ，糠平川の河口に位置し， 16 の泉源があり，糠平温泉街として，多く

の観光客が訪れている。この温泉については，福富 (1955) や和気・他 (1975) によ
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る報告がある。

乙れらの報告によれば，湧出量毎分 400~500 1，湧出温度 50°C /AJ外) pH7.0，塩素

イオン含有量 240 mg/I，硫酸イオン 60~70 mg/I，重炭酸カルシウムイオン 280-300

mg/I の単純泉である。

X.2.2 r慌加担泉

音更川支流のユーウンベツ川をさかのぼること 1.3 km の地点に位置する。和気・

他(1 975) によれば，最高泉温 64°C で，重炭酸カルシウム含有量がきわめて高く，

硫酸イオンがほとんど含まれない。石灰華の沈澱がし、ちじるしく， 6 ヵ所の泉出それ

ぞれの泉質に大きなちがいのあることが特徴である。現在 2~3 軒の脈 itB があるのみ

である。

X.2.3 常休温泉

ユーヤンベツ川上流の，十の沢と本流との分岐点に営林温泉がある。ユーヤンベツ

JII にそっては，営林温泉の他にも，水銀鉱床を匹胎するせん断帯に多くの温泉が湧 Hi

している。いずれも，含重曹食塩泉である。
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PL.1. ホルンフェルス(シイシカリベツ )[1) ，平行ニコル.

PL.2. 細粒輝緑岩(シイシカリベツ川上流入クロスニコル.
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PL.3. ピヅカチナイ花崩岩の黒雲母花崩閃緑岩相(シイシカリ

ベツ JII) ，クロスニコル.

PL.4. 花崩閃緑岩中の閃緑岩質岩相(幌加川支流入クロスニコル.
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PL.5. ウベベサンケ溶結凝灰岩(エーヤンベツ川上流入平行ニコル.

PL.6. ウベベサンケ溶結凝灰岩のアキシオライト構造， クロスニコル.
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PL.7. 十勝幌加層の溶結凝灰岩(タウシュベツ沢)， sr- 行ニコル.

PL.8. プロピライト(幌加川)，クロスニコル.
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PL.!ｻ. えぽし III 火山噴出物中の溶結凝灰岩(メトヤヅプ川上流)，平行ニコル.

PL , 10. 軍艦山溶岩(ト六の沢)，平行ニコル.
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICAL 乱1AP OFJAPAN

(Scale 1:50 ,000)

NUKABIRA

(KUSHIRO-3)

By

HiromitsuYAMAGISHl

andTakeoMATSUNAMI

ReSume

TheareaoftheNukabirasheetmapislocatedinthemounｭ

tainouslandofthecentralHokkaido, betweenLat.4320'-4230'
andLong.14315'-14330'E

TOPOGRAPHY

Theareacoveredbythesheetisdividedintothreepartsas

follows:

1) Themountainousland, elongatedfromsouthto north,
withtheridgesof1 ,500m highabovesealevel, atthe
westernpartofthesheet.

2) Thehill-likelandwithgentleslopes600m highabove

sealevel, spreadedattheeasternpartofthesheet.
3) Thebasin-likeland, whichrunsaroundNukabiraLake,
between(1)and(2).

GEOLOGY

GeneralRemarks
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Inthemostpartofthearea, Pre-tertiaryandneogenetertiary
sedimentaryandvolcanicrocksaredistributed.Thesubdivisionsof

thestrataandtheirstratigraphicalsequencearegiveninTable1.

PRE-TERTIARY

HidakaSuperGroup

Thisgroup, thebasementcomplexofthearea, consistsofblack
slates.Thesesedimentaryrocksareintrudedbytheigneousrocks,
suchasdiabase, graniteandgneissosemeta-gabbrowhichareprodｭ
ucedbyHidakaOrogenesis, consequentlyhornfelsaregenerated
bythelattertwo.

NEOGENETERTIARY

ShikaribetsugawaFormation

TheformationcoveringunconformablytheHidakaSuperGroup,
iscomposedofalternationsofblackshale, sandstoneandcongｭ
lomerates, andhasnovolcaniclasticrocks. Theseconglomerates
consistsofpebblesandcobblessuchasgranite, hornfelsandslates
abundantlyandofblacksandstoneofmatrix.

Inthemaparea, thereisconsiderablelargefaultinscalebeｭ

tweenthisformationandtheHidakasupergroup.

UpepesankeWeldedTuff

Thisweldedtuff, whichisdaciticvitriccrystal tu 任 origin ，

composingMt.Upepesanke, andistheoldestvolcaniclasticrockin

thearea. TherockisincontactwiththeHidakasupergroupand

ShikaribetsugawaformationwiththefaultelongatedfromNWto

SE, semicircularly.Thisfaultseemedtobeproducedbydepression
accompaniedwiththeeruptionofthispyroclasticflow.

TokachihorokaFormation

Theformationcoveringorincontactwithbyfaultthelower

formations,consistsofthreemembers,alternationofconglomerates,
sandstonesandtu 庄司 green tu 任 breccia memberandwelded tu 庄.
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Thefirstmemberwhichhavetalusbasalconglomerate,contains
bandedshaleswithtypicalslumpingstructureandplantfossills.

Thesecond membercontainsrhyoliticgreen pumices and

angularfragments, withintercalatedsandstoneandshales. The
thirdisrhyoliticweldedtuffwithabundantpumices.

Thisformationseemedtobethesedimentsdepositedinthe

lakeproduceddytectonicdepressionincludingpropylitebreccia

asthesamehorizoneasthefirstmember, andwasintrudedby

enormouspropylitedykes, sheets, andquartzporphyry.
TaushubetsuFormation

TheformationincontactwiththeTokachihorokaformation

bythecontactplanesimilartothenormalfault , iscomposedof
alternationofsiltstoneandconglomerate, tu百 breccia andvolcanic

breccia.

Thisformationisverysimilartothealternationofconglomeｭ

rate, sandstoneand tu 任s inTokachihoroka formation , butthe
formercanbedistingushedfromthelatterbythefacisofpebbles

includedinthe conglomerate, andbecausethattheformerconｭ
tainsmuchofpebblesofquartzporphrywhichintrudedthelatter.

Thesiltstonesshowtypicalslumplingstructure, andcontains
abundantplantfossillsbelongingtoLatemioceneflora.

Thelakecharacterizethisformationwasproducedbytectonic

depression , too.

PLIOCENE

ThePliocenedepositsinthemapareafromlowerto upper,
Minamikumaneshiridake lava, Tokachimitsumata formation , Eboｭ
shiyamavolcanicmember, Enbohyamalava, Setayamalava, Onsen-

yamalava.

Inthese, Tokachimitsumataformationconsistsofbasalcongloｭ

merateandpumicetuff, andislakedeposits.

Theothersarelava, weldedtuffandvolcanicbreccia.
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QUATERNARY

Pleistocene

Thepleistocenedepositsinthemaparea are, fromlowerto
upper, Gunkanyama lava, Maruyamavolcanicmember, Nipesotsu
volcanicmemberandterracedepositsdevelopedalongNukabira

Lake.

MaruyamavolcanicmemberandNipesotsuvolcanicmember

containvolcanicbrecciasandlavas,
Holocene

TheHolocenedepositsarealluviumcomposingofgraveland

sand, developedalongtherivers.

ECONOMICGEOLOGY

Inthemaparea, notonlyworkablemetalicore, butalsohyｭ
drothermalalterationzonearenotseenexceptcinnabarorealong

Yuyanbetsuriveratthesouthwesternpartandquartz-pyriteveinlet

inthepropylitebrecciaatthesoutheasternpart.

TheNukabirahotspringissituatedatthesouthwesternshore

ofNukabiraLake, whileHorokahotspringatthecentralpartof

themaparea.

Theotherhand, theEirinhotspringislocatedatthesouthｭ
westernpartofthemaparea.

TheNukabirahotspringwiththetemperatureof50ー Cisbeｭ

longedtosimplehotspring, andisutilizedforbathingattheinns.
TheHorokahotspringwiththehighesttemperatureof66ー C,

withabundantsodiumbicarbonateion, andutilizedforbathingat

theinns.

TheEirinhotspringandotherhotandmineralspringsalong

YuyanbetsuRiverarebelongedtoalkalinecommonsaltspring.
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